
路面下空洞調査において大規模な空洞を発見 

ウエスコでは、2018 年より路面下空洞探査車等を導入し、路面下空洞探査業務に携わってきました。 

令和 2年 12 月に、島根県安来市発注の業務で大規模な空洞を発見し、路面陥没による第三者被害の 

未然防止に貢献しました。その成果の一事例としてご報告致します。 

今回発見した大規模な空洞は、河川に面し、土被り 0.20m、縦断の広がり 4.38m×横断の広がり 

1.04m×空洞の厚さ 1.76m とこれまで発見された空洞の中で最も大きいものとなりました。 

現在は、道路補修工事が完了しており、安全に通行できる状態となっています。 
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